
 

これまでの意見交換の論点 

 

１．宿泊施設による支援ニーズへの対応 

（１）実施している支援の実情 

    ア．対象者 

イ．宿泊施設利用に当たってのアセスメント実施 

ウ．支援計画策定の状況及びその内容、方法 

    エ．支援の目的に応じた利用期間の考え方 

オ．その他の支援の内容、方法 

    カ．支援の内容と従事者の資格、経験等 

    キ．事業所としての人員配置（配置数の考え方を含む） 

    ク．支援の効果の評価に関する取組 

    ケ．支援にあたって目指しているもの 

（２）支援の目的・内容と無料低額宿泊事業との関係 

 

２．宿泊施設の実情 

（１）ハード面（設備・居室面積等） 

（２）費用負担の在り方 

    ア．支援の内容と費用負担 

    イ．生活保護受給者の生活費との関係 

    ウ．住宅扶助との関係 

    エ．費用徴収の妥当性の判断基準（支援内容との関係等） 

（３）事業運営の適正性・透明性確保の取組 

ア．情報開示・事業の透明化（財政構造を含む）と、コンプライアンスの確保 

イ．苦情相談窓口 

ウ．権利擁護 

 

３．行政との関係 

（１）無料低額宿泊事業の規制の在り方 

（２）無届施設の規制の在り方 

（３）保護の実施機関（福祉事務所）との関係 

 

４．地域社会との関係、基盤整備等 

（１）宿泊施設が地域福祉・地域作りに果たす役割 

（２）人材育成 

（３）居住支援協議会等との連携 

（４）宿泊施設の利用ニーズ（量） 
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第５回生活保護受給者の宿泊施設及び生活支援の在り

方に関する意見交換会 
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